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はじめに
　本稿では、男子レスリング日本代表チームが実施しているトレーニン
グ期のコンディション評価（形態測定と体力測定：4回／年）と、これ
まで実施してきた試合期のコンディション評価に関する調査研究につい
て紹介した。
1． トレーニング期のコンディション評価
　ここでは、形態測定と一般的および専門的な体力測定について紹介し
た。
1-1． 形態測定
　形態測定は、身長、体重、および身体組成を測定している。身体組成
は、In Body（In Body：ボディコンポジションアナライザー In Body 
3.0株式会社バイオスペース 韓国）と BLS（Body Line Scanner：
3D スポーツ人体計測装置 C8300浜松ホトニクス株式会社 静岡）にて
測定を実施している。
1-2． 体力測定（一般的体力測定、専門的体力測定）　図1
　1500m 走、12分間走（持久系）、ベンチプレス、スクワット、デッ
ドリフト、ハイクリーン、背筋力（筋力系）。
　インターミッテント走3セット（1セット＝300m 走＋10秒休息＋
300m ＋30秒休息）
　　＊タイム、心拍数、乳酸値（終了後および3分後）を測定。
　クライミングロープ（6 m）2セット（セット間の休息30秒）
　　＊タイム、乳酸値（終了後および3分後）を測定。
　腹筋3セット（傾斜40度の腹筋台で実施：セット間の休息30秒）
　　＊回数、乳酸値（終了後および3分後）を測定。
　トレーニング期におけるコンディションの指標としては、身長、体重、
体組成、心拍数、乳酸値、パフォーマンス（記録）がある。この中にお
いてコーチが体力測定の中で最も注視しているのは、各選手のパフォー
マンスである。次にパフォーマンスと心拍数、乳酸値の関係について考
察を行っている。
2． 試合期のコンディション評価
　これまで多くの先行研究が行われきた。そこで、ここでは我々が実施
した研究について紹介した。
2-1． 磁気共鳴画像法（MRI）を用いた減量時の形態変化
　急速減量によるレスリング選手の身体組成は、骨格筋組織や脂肪組織
などの部位特性の変化を認めることが明らかとなった。
2-2． ヒューマン・カロリーメータを用いた減量時の代謝動態
　短期間に減量するレスリング選手は、安静時代謝および睡眠時代謝が
低下することが明らかとなった。
2-3． 尿比重計を用いた減量時の脱水評価
　尿比重は通常期に比べ減量期に有意に増大し、回復期には通常期の値
にまで回復した。尿比重は、脱水状態を反映する指標となり得る可能性
が示された。
　試合期では、レスリング選手の急速減量が及ぼすエネルギー代謝動態
や体組成の変化に着目し、試合にむけた減量の実態把握および形態的・
機能的側面からレスリング選手の急速減量時のコンディション特性を明
らかにしたものを紹介した。
まとめ
　レスリング競技におけるコンディション評価については、まだまだ検
討の余地が多く残されている。特にレスリング選手の減量時のメカニズ
ムを解明した研究がほとんど見当たらないため、理想的な減量方法につ
いて確立されていないのが現状である。今後は、減量時のコンディショ
ン評価を継続して行うとともに、各選手にあったテーラーメードの減量
方法を検討することが望ましい。
※本稿は、臨床スポーツ医学2011年7月号に掲載された筆者の報告を再構成した。
図1　専門体力測定
